
音更町における大規模農業の展開と 
地域づくりの方向性 





１．はじめに 



○農業のイメージ 

○衰退局面の理由 

・農業従事者の高齢化、後継者不足 

・農業面積、産出額 



○地域づくりの方向性 

○近年における各地の地域振興 

・農山村の資源である農産物を活かす 

→ 

  （地産地消・６次産業化etc…) 
 

   

小田切（2013）から 



○地域づくりの対象 

○北海道における地域づくりの方向性 

未だに模索中 なぜ？ 



産業としての農業が展開してきた音更町における 
大規模農業の展開について踏まえたうえで 

地域づくりの課題を挙げる！ 
 

これからの地域づくりをどのように 
進めていくべきなのか考察していく！ 



2.音更町における地域特性 







○人口・市街地形成の特性 

・ベッドタウン  

・人口増加 

 

 

○課題 

・市街地の空洞化  

・高齢化 
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第一次産業就業者数 →   2,785人(構成比：13.1%) 

第二次産業就業者数 →   4,145人：19.5%) 

第三次産業就業者数 → 13,803人(構成比：65.0%) 

 1960年当時は第一次産業が8,027人(69.2%)、第二次産業が1,027人(8.9%)、第三次産業が
2,534人(21.9%)であり、第一次産業の比率が高かったことが特徴的である。 

音更では第一次産業が地域経済の重要な就職場面として位置づけられる。 

 

第一次産業就業者数 →   8,027人(構成比：69.2%) 
第二次産業就業者数 →   1,027人(構成比：8.9%) 
第三次産業就業者数 →   2,534人(構成比：21.9%) 
 



４.音更町の現状における 
各主体の声 



農家の声 
なぜ農業を行っているのか？ 

収穫物の出荷先は？ 

消費者と交流する機会は？ 

地域づくりに対してどのように思っているのか？ 

生活のため 

ほとんど農協へ出荷 

あってもなくてもいい 

やりたい人にやらせればよい（無関心） 

健全なモノを
作りたい 

直売所・製粉工場 



現状に対する各主体の声 

 



１小麦生産量全国１位 

を知っているか 

知らない 
５７．１％ 

知っている 
４２．９％ 

にんじん生産量道内１位

を知っているか 

知らない 
６９．７％ 

知っている 
３０．３％ 

○消費者アンケート 

「音更町第1次食育・地産地消促進計画」より 



５．おわりに 



結びつかない 

○これからの地域づくり 



 
 

 
 

 
 



収穫祭の開催 

近年、音更町に移住してきた住民 
 →音更の農業を知らない人が多い 

１．畑の近くで開催 
  →町の中心部で開催すると一連の流れが作りづらい 

２．生産者と地元住民が交流できるスペース 
  →生産意欲や作物の質の向上につなげる 

３．連日開催し、毎日品揃えを変える 
  →地域住民が連日来てもらえるようにし、 

    生産者側も交代制にすることで負担を減らす    

収穫祭 3本の矢 


